












大会において 「造 形 とコンピ ュータ ・デザイ
ンにお ける今後の可能性 をめ ぐって」 という
題でシンポジウムを開いた。アップルコンピュー
タを中心にデザイ ンやアー トに係 わる人 たち
が こぞ って コンピュータを使 いだ した頃であ
り,イ ンターネ ッ トが 日本 に上 陸 した年 で も
あった。高度な平面図形処理,ア ウ トライ ン
の文字,三 次元の取 り扱い,そ して動画 など
がいともたやす く処理で きる夢 の世界で もあっ
た。そ して積極的に コンピュータを使 った表
現 に取 り組み,時 代の流れに 自然 と付 き合 う
形 とな って いた。

















プ リンタ出力 について話 が したいと,国 産
大手 メー カーE社 のか たか ら打診 が あ った
1996年の こと。その とき私 は,ゲ ームソフ ト
の開発 に関わ っていた。 とい って も,原 作 と
して私の絵 の世界を提供 しただけなのだが,
絵の具で描 いた 自分の絵 が,デ ジタル化 され
て,立 体画 像にな って動 くことに新鮮 な興味
を感 じていた。
デ ジタル に取 り込んだ画像 は,モ ニターの
画面上で見 ると,光 点の輝 き として表現 され
非常に美 しい。後期印象派,特 にスーラなど
の 目指 した色彩の視覚混合 が,ま さに文字通
りに実現 されてい るわけである。 しか しこれ
を紙な どの基材の上に出力 すると,そ のころ
の機器では,色 面 の密度,精 度 と もにとて も























「楽 しい」と感 じ,夢 中になれる。 そのこと
がとても大事だ。幼い子どもは,身体全体で





























みに通 じる。 これは 「手描き」「手作 り」の
表現そのものである。造形表現を学ぶ学生に


















10数年前,ク リエ イターた ちはデ ジタル と い う道具を手に入れた。 トライ&エ ラーを容
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